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例   言

1 本書は、長野県上田市における各種開発事業に伴う、平成 6年度市内遺跡発掘調査報

告書である。

2 調査は、上田市の直営事業として実施した。なお、事務局は上田市教育委員会事務局

社会教育課が担当した。

3 調査は、 1994年 4月 1日 から1995年 3月 24日 まで実施した。

4 本調査に係る資料は、上田市立信濃国分寺資料館に保管してある。

5 本書の編集・発行は事務局が行った。

6 本調査に係る組織は下記のとお りである。
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第 一 章

上田市は、長野県の東部、通称 「東信地区」に所在する。市域のほぼ中央を東西に千曲

川が流れ、北に太郎山塊、南に独鈷山塊、東に烏帽子山塊、西に飯縄山塊と四方を山々に

囲まれた地域である。歴史的にみると、古代には創置の信濃国府・信濃国分寺が、中世に

は信濃守護所が、近世には上田城と、常に長野県史の表舞台に立ち続けたところである。

一方、地下に残る埋蔵文化財についても、昭和46～48年にかけての分布調査により、4
30件余 りの遺跡が登録された。ところが、この調査は、遺物の表面採集や聞き込みによ

るものであったため、遺跡の範囲や保存状況が正確さに欠け、発掘調査着手後に調査の計

画変更を余儀なくされる事態が数多く生じ、文化財保護部局のみならずt開発主体者にも

多大な迷惑をかけるケースがしばしばであった。そうしたお り、1998年長野冬季オリンピ

ックの決定により、上信越自動車道 0北陸新幹線の工期が急激に圧縮され、これに伴う各

種の官 0民の開発計画が目白押 しの状態となった。そこで、上田市教育委員会ではこれら

の開発に伴う遺跡の保護措置を講ずるため、平成 6年度国庫補助事業として、「市内遺跡

発掘調査」を事業費1,878千円をもって実施した。

本年度は、アパート等の民間開発に伴う「信濃国分寺跡」・ 「下窪遺跡」、住宅団地造

成等の公共開発事業に伴う「天神堂遺跡」 。「染屋台条里水田遺跡」 。「藤之木遺跡」、

史跡指定地周辺の開発事業により危機的状況にある「塩田城跡」の計 6遺跡について調査

を実施した。

開発の情報は、公営のものについては上田市の担当部局から、民間のものについては上

田市開発審査の合議により得た。そして、社会教育課職員が現地踏査を行い、調査の要が

あると判断されたものについて試掘調査を行った。

調査は、開発計画区域内にバ ックホー及び入力によリトレンチを入れ、その土層や遺構

検出面・ 出土遺物の有無を確認し、これと地形のあり方を考えあわせ、開発区域内におけ

る遺跡の範囲を示す こととした。なお、事業地が未買収の場合、事前の現地踏査により開

発計画図にトレンチを入れる箇所を示し、現所有者の同意を開発主体者 (主管課)に得て

もらい調査を実施した。                         1
こうして、天神堂遺跡では古墳時代の住居址を検出し現地保存された。染屋台条里水田

遺跡では平安時代の遺構が、藤之木遺跡では弥生～平安時代にかけての集落址が検出され、

平成 7年度以降に本調査が必要な事業として、現在協議中である。塩田城跡では、これま

で未解明の地域で 2基の井戸跡を確認できたことは、城跡の保護をすすめるうえで大変意

義深い。

遺跡の保護措置を講ずる保護協議をすすめるうえで、開発側・保護側双方にとって最大

の関心は、該当遺跡の範囲であり、この基礎資料となるものが今回の調査結果である。限

られた予算 と人員 0期間の中での調査であるため、やや不十分な面があるのは否めない。

しかし、この調査がその後の遺跡の行 く末を決めてしまう面が大きいため、調査の精度の

さらなる向上が必要となってきている。

説
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(1)信 濃国分寺跡

調 査 地

原   因

実 施  日

面   積

調査担当者

上田市大字国分字堀東沖 1515-2

平成 6年 5月 23日 付奥山満春 0隆幸氏の現状変更申請 (住宅建替 )

平成 6年 9月 16日

幅 lmの トレンチ 2本 (長 さは任意)

清水 彰

遺跡の位置と経過

信濃国分寺跡は、上田市の中心部から東へ約1.5m程よった大字国分に所在する。昭和 5

年11月 19日 に国の史跡指定を受け、昭和38年から46年 にかけて実施した発掘調査により、

僧寺 0尼寺の全貌がほぼ解明され、昭和43年 3月 19日 に追加指定を受け、129,339.7ぷに

及ぶ広大な史跡指定地になっている。

平成 6年 5月 23日 、上田市大字国分 1515-2番 地の奥山満春 0隆幸氏から、両氏居

住の住宅を建て替えたいとの申請があった。同地は、史跡信濃国分寺跡指定地内にあるた

め、文化財保護法第80条第 1項の規定により、『史跡名勝天然記念物の現状変更等の許可

申請書』を提出してもらった。

平成 6年 6月 24日 付委保第 4の 599号 により、文化庁か ら、 Fェ事の着手は発掘調査

の終了後とする。」という指示を受け、発掘調査を実施した。

GL

調査の結果

調査は、申請地内に2本の トレンチを設定

し、小型バックホーにより掘削し、土層断面

を精査した。その結果、遺構・遺物はまった

く検出されなかった。

これは同地が、千曲川の第 3段丘面と第 4
段丘面の境で、切 り立った崖が形成されてい

たためと考えられ、遺構は存在しなかったも

のと考えられる。
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標 準 土 層 柱 状 図
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(2)天 神堂遺跡

調 査 地

原   因

実 施 日

面   積

調査担当者

上田市大字中之条字天神堂

都市計画公園 千曲町公園新設事業

平成 6年 10月 12日

幅 lmの トレンチ 2本 (長 さは任意)

清水 彰

遺跡の位置と経過

天神堂遺跡は、上田市街地の南部、大字中之条地区に所在する。県の遺跡地図には 1遺

跡として括 られているが、『上田市の原始・古代文化』 (1977 上田市教育委員会)では、

「天神堂遺跡」・ 「緑川遺跡」の 2遺跡に分けて把握されている。同書によれば、「上田

千曲高校グラウンドの西隅から北西へ、およそ 150mの 緑川遺跡と、西方の天神堂遺跡

が、東西およそ 200m、 南北およそ 100mに わたって分布し、ともに弥生後期の箱清

水式土器などを出土する。これ らは一体の遺跡と考えられるが、急速に宅地化が進み、破

壊が憂慮される。」とある。

今回、上田市教育委員会では、千曲町公園新設事業に先立ち、遺跡の存否を確認するた

め、試掘調査を実施した。

40

調査の結果

調査は、事業地内に2本の トレンチを設定

し、小型バックホーにより掘削し、土層断面

を精査した。その結果、Tr-01で は、GL-30cm
のレベルで包含層を確認し、弥生時代後期の

土器を出土した。Tr-02で も、GL-30cmの レベ

ルで古墳時代前期の住居址と思われる遺構を

確認した。

本遺跡は、千曲川の第 2段丘上に位置し、

水利の便がよく、遺跡の立地条件を満たして

いた。

なお、本遺跡は、千曲町公園新設にともな

い、盛土し、現地保存された。

GL
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(3)下 窪遺跡

調 査 地  上田市大字本郷字下窪

原   因  太田アパー ト新築工事

実 施 日  平成 6年 10月 18日

面   積  幅 lmの トレンチ 2本 (長 さ.は任意)

調査担当者  清水 彰

遺跡の位置と経過

下窪遺跡は、上田市街地の南部t大字本郷に所在する。 F上田市の原始 0古代文化J(19
77 上田市教育委員会)によれば、「下本郷集落の北端か ら、南北約300m、 道路の西方約

200mの範囲の北方に下窪遺跡がある。後期の土師 0須恵器を出土するが、ほ場整備で全

壊状態である。」とある。

平成 6年 9月 14日 、事業主太田幸治 0陽子両氏より、アパートを新築したいとの開発事

業届が提出された。本事業地は、遺跡の存在する可能性があるので、同年10月 14日 の現地

調査の際に、事業主にその旨を申し入れ、試掘調査の了承を得て、同年10月 18日 、試掘調

査を実施した。

GL

調査の結果

調査は、事業地内に2本の トレンチを設定

し、小型バックホーにより掘削し、土層断面

を精査した。

その結果、いずれの トレンチでも、遺構・

遺物はまったく検出されなかったので、遺跡

は、本事業地に広がっていないことが確認さ

れた。
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(4)染 屋台条里水田遺跡

調 査 地

原   因

実 施 日

面   積

調査担当者

Tr-01 Tr-03

GL

40

上田市大字国分字上沖

上田市立第一中学校建設

平成 6年 11月 7・ 8010011日

幅 lmの トレンチ 15本 (長 さは任意)

清水 彰

遺跡の位置と経過

染屋台条里水田遺跡は、上田市の北東部、千曲川と神川によって形成された大段丘上に

位置する。遺跡分布図では、染屋台条里水田遺跡として段丘全体が括 られているが、水田

址は、現在のところ確認されていない。しかし、同段丘上の 5次にわたる『創置の信濃国

府跡』確認調査において、段丘面の各所に小規模な建物址などが確認されている。

今回、上田市立第一中学校建設に伴い、試掘調査を実施した。

調査の結果

調査は、事業地内に15本の トレンチを設定し、小型バックホーにより掘削し、土層断面

を精査した。

その結果、遺構・遺物が確認できた トレンチは、Tr-01004005007011で あった。Tr-01か

らは、溝状遺構を確認し、その中から土師器片が出土した。Tr-04005か らは、住居址 らし

き遺構と土坑を確認しその内部から須恵器が出土した。Tr-07011では、黒褐色の遺物包含

層を確認した。

Tr-04 Tr-05 Tr-06 Tr-07
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(5) 塩田城跡

1調 査 地 上田市大字前山字上町

塩田城跡保護のための調査

平成 6年 12月 7日 から平成 7年 1月 6日

幅 lmの トレンチ4本 (長 さは任意 )

2 原   因

3実 施 日

4 面   積

5 調査担当者  清水 彰

遺跡の位置と経過

塩田城跡は、上田市の南部、塩田地区の大字前山に所在する長野県の指定史跡であり、

塩田北条氏によって開かれたとする説が有力である。現段階では、村上氏がその基礎形態

を形成し、武田氏によって甲州流の山城に改変されたところまでは判明している。指定地

区は、その山城部分だけであるが、城下町まで考えると、現在の東前山地区が、そつくり

範囲に入るものと考えられ、遺跡分布図でも、塩田城跡は、このように図示されている。

近年、史跡指定地周辺において、温泉掘削、農業基盤整備事業及び宅地開発が活発 とな

り、史跡の保護が憂慮される事態となっている。今回、上田市教育委員会では、昨年に引

き続き史跡保護を大前提 とした、塩田城跡の基礎資料収集のため、試掘調査を実施した。

GL
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調査の結果

調査は、塩田城跡の空堀跡以北の畑地にト

レンチを4本設定し、人力により掘削し、土

層断面を精査、また、地元の伝承による井戸

跡の確認を行った。

その結果、いずれの トレンチからも遺構と

断定できるものは、検出されなかった。井戸

跡については、昨年検出されたものの位置の

確認の他、新たに 1基の井戸跡を確認した。

遺物については、土師質土器・須恵質土器

・景徳元宝 (北宋・ 1044)が 出土した。

土器については、いずれも、破片で時代を特

定することはできない。
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(6)藤 之木遺跡

調 査 地  上田市大字浦野字湯道 0上田市大字越戸字大田

原   因  浦里住宅団地 (仮称)造成事業

実 施 日  平成 6年 12月 21～ 23日・平成 7年 2月 3日

面   積  幅 lmの トレンチ 20本 (長さは任意 )

調査担当者  中沢 徳士

遺跡の位置と経過

藤之木遺跡は、上田市の南西部、大字浦野に所在する。 F上 田市の原始・古代文化J(19
77 上田市教育委員会)によれば、「上田市役所川西支所の西南方、およそ150m付近の畑

地から、耕作中に弥生後期の箱清水式、前期初頭の土師器を出土している。分布範囲は明

らかでない。」とある。

今回、浦里住宅団地 (仮称)造成に伴い、試掘調査を実施した。

調査の結果

調査は、事業地内に20本の トレンチを設定し、バックホーにより掘削し、土層断面を精

査した。

その結果、Tr-01002003004005012016017で 、住居址を8軒、溝址を 3条確認した。遺物

は、各 トレンチにわたり、弥生後期の箱清水式土器 0土師器・須恵器などが出土した。こ

のことにより、本遺跡は弥生時代後半～平安時代にわたる複合遺跡であることが判明した。
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